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ま
え
が
き

政
治
分
析
、
政
治
史
研
究
の
基
本
的
視
点
を
見
直
す
べ
き
と
き
が
来
て
い
る
と
思
う
。

ほ
と
ん
ど
の
政
治
研
究
者
は
、
政
治
の
動
き
を
、
つ
ね
に
ナ
ン
バ
ー
１
政
治
家
を
中
心
に
観
察
し
分
析

し
研
究
し
、
記
述
す
る
。
す
べ
て
ナ
ン
バ
ー
１
の
動
き
を
軸
に
し
て
見
よ
う
と
し
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の

ナ
ン
バ
ー
１
史
観
で
は
、
真
実
の
政
治
の
動
き
を
記
録
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
思
う
。

歴
史
は
、
と
き
と
し
て
ナ
ン
バ
ー
１
で
は
な
く
、
ナ
ン
バ
ー
２
実
力
者
を
主
軸
に
し
て
動
く
。
し
か
し
、

多
く
の
政
治
記
者
や
政
治
研
究
者
は
、
ナ
ン
バ
ー
２
の
存
在
を
無
視
し
て
、
ナ
ン
バ
ー
１
を
主
軸
に
し
て

政
治
事
象
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
歪
ん
だ
固
定
観
念
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
は
改
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。



政
治
を
観
察
し
、
研
究
し
、
報
道
し
た
り
、
研
究
書
と
し
て
記
録
す
る
者
は
、
行
き
す
ぎ
た
ナ
ン
バ
ー

１
史
観
へ
の
過
度
の
こ
だ
わ
り
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
進
行
中
の
日
本
の
政
治
を
報
道
し
た
り
、
記
録
と
し
て
後
世
に
書
き
残
す
こ
と
を
職
業
と
す
る
者

は
、
現
在
の
日
本
の
政
治
が
、
と
く
に
平
成
時
代
、
令
和
初
期
の
政
治
は
、
二
階
俊
博
幹
事
長
を
中
心
に

し
て
動
い
て
い
る
と
い
う
真
実
に
気
づ
く
べ
き
で
あ
る
。

歴
史
が
大
き
く
動
く
と
き
、
歴
史
を
動
か
す
実
力
あ
る
ナ
ン
バ
ー
２
が
登
場
す
る
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。

中
国
古
代
『
三
国
志
』
の
時
代
に
お
け
る
諸
葛
孔
明
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
の
勝

海
舟
、
第
二
次
大
戦
末
期
に
お
け
る
鈴
木
貫
太
郎
、
一
九
五
五
年
の
保
守
合
同
期
に
お
け
る
三
木
武
吉
ら

は
、
ナ
ン
バ
ー
１
を
う
わ
ま
わ
る
活
躍
を
し
、
歴
史
の
回
天
役
を
果
た
し
た
。

「
実
力
あ
る
ナ
ン
バ
ー
２
が
歴
史
を
創
る
」
と
い
う
政
治
史
に
関
す
る
学
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
し
い

と
思
う
。

第
二
次
大
戦
後
、
日
本
は
政
治
体
制
を
変
更
し
、
議
会
制
民
主
主
義
の
国
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
何

人
か
の
偉
大
な
ナ
ン
バ
ー
２
が
登
場
し
た
。
三
木
武
吉
だ
け
で
な
く
、
田
中
角
栄
、
大
平
正
芳
、
金
丸
信
、

ii



iii　まえがき

二
階
俊
博
ら
の
卓
越
し
た
ナ
ン
バ
ー
２
実
力
者
が
活
躍
し
た
。

こ
の
う
ち
、
田
中
角
栄
、
大
平
正
芳
は
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
ざ
す
途
中
で
一
時
期
、
ナ
ン
バ
ー
２
と
し
て

行
動
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
金
丸
信
は
実
力
あ
る
ナ
ン
バ
ー
２
に
な
っ
た
が
、
政
策
展
開
上
の
業
績
と
い
え

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ナ
ン
バ
ー
２
に
徹
し
た
実
力
政
治
家
で
、
歴
史
に
記
録
さ
れ
る
政
治
上
の
業
績
を
上
げ
た
指
導
者
は
、

戦
後
で
は
三
木
武
吉
と
二
階
俊
博
の
二
人
で
あ
る
。

昭
和
末
期
か
ら
平
成
を
通
し
、
さ
ら
に
令
和
に
お
い
て
、
政
界
実
力
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ナ
ン

バ
ー
２
実
力
者
は
、
二
階
俊
博
幹
事
長
で
あ
る
。
現
在
の
政
界
に
お
い
て
ナ
ン
バ
ー
２
の
地
位
に
あ
る
が
、

実
力
は
ナ
ン
バ
ー
１
で
あ
る
。

二
階
俊
博
の
政
治
的
業
績
を
調
べ
て
み
る
と
、
ず
ば
抜
け
て
大
き
い
。

観
光
文
化
立
国
日
本
の
建
設
、
津
波
対
策
基
本
法
制
定
、
国
連
に
お
け
る
「
世
界
津
波
の
日
」
の
決
定
、

防
災
減
災
国
土
強
靭
化
政
策
の
推
進
、
中
国
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
ア
ジ
ア
諸
国
な
ら
び
に
ロ
シ
ア
と
の

平
和
友
好
外
交
の
推
進
な
ど
、
そ
の
政
治
的
実
績
は
巨
大
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
歴
史
に
残
る
政
治

的
業
績
を
創
造
し
た
ナ
ン
バ
ー
２
政
治
家
は
例
が
な
い
。
二
階
俊
博
こ
そ
は
、
近
代
日
本
の
歴
史
に
お
い



て
、
勝
海
舟
、
鈴
木
貫
太
郎
、
三
木
武
吉
と
並
ぶ
偉
大
な
ナ
ン
バ
ー
２
実
力
者
で
あ
る
。

我
々
は
、
現
代
日
本
の
政
治
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
ナ
ン
バ
ー
２
実
力
政
治
家
で
あ
る
二
階
俊
博
を
、

真
実
に
も
と
づ
い
て
、
正
確
に
記
述
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
、
本
書
を
著
す
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は

政
治
評
論
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
評
論
家
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
思
う
。

読
者
諸
兄
姉
の
皆
さ
ん
に
、
正
眼
を
も
っ
て
、
歪
ん
だ
ナ
ン
バ
ー
１
史
観
の
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
二
階
俊
博
と
い
う
日
本
国
民
が
誇
る
べ
き
傑
出
し
た
政
治
指
導
者
の
真
実
の
姿
に
向
き
合
う

こ
と
を
、
お
願
い
す
る
。

な
お
、
本
書
執
筆
に
あ
た
り
、
数
多
く
の
人
々
の
証
言
を
収
録
し
た
。
証
言
者
は
日
本
国
内
に
と
ど
ま

ら
ず
、
実
際
に
私
が
海
外
に
渡
航
し
て
面
談
を
重
ね
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
か
ら
証
言
を
得
た
。

私
の
取
材
に
快
く
ご
協
力
い
た
だ
い
た
内
外
の
諸
兄
姉
に
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

こ
れ
ら
の
貴
重
な
証
言
は
、
す
べ
て
私
自
身
が
直
接
、
聞
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
証
言
再
現
に
関
し
て

は
、
著
者
・
森
田
実
の
文
責
に
お
い
て
本
書
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
す
べ
て
の

責
任
は
、
私
（
森
田
実
）
に
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
申
し
上
げ
る
。

iv



v　まえがき

ま
た
、
本
書
は
、
日
本
政
治
史
の
重
要
な
事
実
を
後
世
に
残
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
歴
史
的
事
実
の
記

録
と
し
て
、
登
場
人
物
に
関
し
て
は
原
則
と
し
て
敬
称
を
略
し
て
記
す
こ
と
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

二
〇
二
〇
年
三
月
吉
日

�

東
京
新
宿
区
の
寓
居
書
斎
に
て　
　

森　

田　

実



二
階
俊
博
幹
事
長
論

―
ナ
ン
バ
ー
１
を
越
え
た
ナ
ン
バ
ー
２
実
力
者
／
平
和
・
博
愛
・
忠
恕
の
政
治
家　

目
次



ま
え
が
き

序　

章

―
い
ま
、
な
ぜ
『
二
階
俊
博
幹
事
長
論
』
を
世
に
問
う
の
か　
1

第
一
章　

つ
ね
に
「
国
民
と
共
に
」
の
姿
勢
と
「
平
和
主
義
」
を
貫
く
二
階
俊
博
の
実
像　
11

１　

二
階
俊
博
幹
事
長
の
精
力
的
な
日
常
活
動　
13

２　

二
階
俊
博
は
、
平
和
主
義
を
貫
き
多
大
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
実
力
政
治
家　
19

３　

二
階
俊
博
は
、
平
和
・
草
の
根
重
視
の
政
治
家
・
田
中
角
栄
の
後
継
者　
29

４　

二
階
俊
博
は
、
南
方
熊
楠
の
和
歌
山
魂
と
自
立
精
神
の
継
承
者　
51

５　

二
階
俊
博
は
、
幼
少
期
は
「
神
童
」、
高
校
生
時
代
は
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た　
64

６　

二
階
俊
博
の
最
近
の
発
言
に
見
る
幹
事
長
と
し
て
の
決
意　
70

viii



ix　﻿

第
二
章　

二
階
俊
博
は
、
ナ
ン
バ
ー
１
を
凌
ぐ
最
高
・
最
良
の
ナ
ン
バ
ー
２
実
力
者　
77

１　

実
力
あ
る
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
と
い
う
存
在　
79

２　

ナ
ン
バ
ー
２
実
力
者
は
、
凡
庸
な
ナ
ン
バ
ー
１
を
超
え
て
歴
史
を
創
る　
82

　
　
　
　

―
二
階
俊
博
は
「
諸
葛
孔
明
・
勝
海
舟
」
型
の
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
型
政
治
家

３　

諸
葛
孔
明

―
劉
備
を
徹
底
し
て
補
佐
し
た
天
才
的
軍
師　
84

４　

勝
海
舟

―
国
内
戦
争
の
回
避
に
全
力
を
尽
く
し
無
血
開
城
を
実
現　
88

５　

鈴
木
貫
太
郎

―
昭
和
天
皇
を
補
佐
し
て
第
二
次
大
戦
の
終
戦
を
実
現
し
た
忠
臣　
92

６　

三
木
武
吉

―
歴
史
的
な
保
守
合
同
で
政
治
の
安
定
を
実
現
し
た
希
代
の
仕
事
師　
94

７　

二
階
俊
博

―
最
長
に
し
て
最
良
・
最
高
の
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
実
力
者　
99

８　

二
階
俊
博
は
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
ざ
さ
な
い
真
の
ナ
ン
バ
ー
２
実
力
者　
102

第
三
章　

二
階
俊
博
の
「
ナ
ン
バ
ー
１
」
を
凌
駕
す
る
抜
群
の
政
治
実
績　
105

１　

三
〇
年
か
け
て
観
光
文
化
立
国
の
実
現
を
果
た
し
た
二
階
俊
博　
110



２　

近
隣
諸
国
と
の
平
和
友
好
の
た
め
の
旺
盛
な
活
動　
120

　
　
　
　

―
二
階
俊
博
は
、
多
く
の
国
民
と
共
に
平
和
友
好
活
動
を
推
進
し
て
い
る

３　

二
階
俊
博
は
、
先
頭
に
立
っ
て
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
政
策
を
推
進
し
た　
128

４　

二
階
俊
博
の
自
公
連
立
政
権
復
活
へ
の
多
大
の
貢
献　
136

　
　
　
　

―
二
〇
〇
九
年
八
月
三
〇
日
と
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
六
日
の
あ
い
だ

５　

い
わ
れ
な
き
差
別
の
解
消
に
全
力
で
取
り
組
む
二
階
俊
博　
147

６　

二
階
俊
博
は
東
洋
医
学
を
長
年
に
わ
た
っ
て
支
援
し
て
き
た　
155

　
　
　
　

―
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
最
高
顧
問
と
し
て
尽
力

７　

二
階
俊
博
は
、「
選
挙
」
の
天
才
的
な
最
高
の
プ
ロ
で
日
本
政
界
の
第
一
人
者　
162

８　

二
階
俊
博
は
、
幹
事
長
と
し
て
党
勢
拡
大
・
党
財
政
健
全
化
を
前
進
さ
せ
た　
171

９　

二
階
俊
博
は
、「
平
和
・
博
愛
・
忠
恕
」
の
政
治
へ
の
挑
戦
を
つ
づ
け
る　
178

10　

長
期
的
視
点
に
立
つ
二
階
俊
博
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
へ
の
対
応
策　
181

11　

�「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
」
を
め
ぐ
る
日
中
協
力　
184

　
　
　
　

―
二
階
俊
博
の
中
国
へ
の
支
援
と
「
ア
リ
バ
バ
」
か
ら
の
日
本
へ
の
支
援

x



xi　﻿

終　

章

―
個
性
あ
る
二
階
俊
博
の
政
治
信
条
と
手
法
の
考
察　
191

　

あ
と
が
き　
206



二
階
俊
博
幹
事
長
論

―
ナ
ン
バ
ー
１
を
越
え
た
ナ
ン
バ
ー
２
の
実
力
者
／
平
和
・
博
愛
・
忠
恕
の
政
治
家



序　

章

―
い
ま
、
な
ぜ
『
二
階
俊
博
幹
事
長
論
』
を
世
に
問
う
の
か





3　序　章―いま、なぜ『二階俊博幹事長論』を世に問うのか

自
由
民
主
党
の
二
階
俊
博
幹
事
長
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
現
在
、
自
由
民
主
党
幹
事
長
を
四
期
連
続
で

つ
と
め
て
い
る
。
自
由
民
主
党
が
一
九
五
五
年
の
保
守
合
同
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
か
ら
六
五
年
の
歳
月

が
流
れ
た
が
、
こ
の
間
、
四
期
連
続
で
幹
事
長
を
つ
と
め
た
政
治
家
は
二
階
俊
博
以
外
に
は
い
な
い
。
い

ま
ま
で
の
自
由
民
主
党
幹
事
長
在
職
の
最
長
記
録
は
三
期
連
続
だ
っ
た
。
二
階
俊
博
の
四
期
連
続
は
新
記

録
で
あ
る
。
二
階
俊
博
は
自
由
民
主
党
の
歴
代
幹
事
長
の
な
か
の
最
良
・
最
高
の
幹
事
長
だ
と
言
っ
て
過

言
で
は
な
い
と
思
う
。

自
由
民
主
党
六
五
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
最
も
長
期
間
幹
事
長
を
つ
と
め
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代

か
ら
七
〇
年
代
初
期
に
か
け
て
の
田
中
角
栄
だ
っ
た
。
田
中
角
栄
は
政
治
上
の
ラ
イ
バ
ル
の
福
田
赳
夫

と
交
代
で
幹
事
長
を
つ
と
め
、
通
算
で
の
幹
事
長
在
職
の
最
長
記
録
保
持
者
だ
っ
た
が
、
二
階
俊
博
が

二
〇
二
〇
年
九
月
ま
で
幹
事
長
を
つ
と
め
た
と
き
に
、
こ
の
記
録
は
塗
り
替
え
ら
れ
る
。

昔
、
日
本
社
会
党
が
野
党
第
一
党
だ
っ
た
時
代
の
日
本
社
会
党
の
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
の
肩
書
は
「
書
記



長
」
だ
っ
た
。「
幹
事
長
」
と
い
え
ば
自
由
民
主
党
の
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
今

日
で
は
、
ど
の
政
党
も
「
幹
事
長
」
と
い
う
呼
称
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
自
由
民
主
党
の
幹
事
長
と
他
の
政
党
の
幹
事
長
と
で
は
意
味
が
違
う
。
自
由
民
主
党
幹
事
長

は
、
国
会
運
営
、
選
挙
、
党
活
動
全
般
に
つ
い
て
全
責
任
を
負
っ
て
い
る
実
質
的
権
力
者
で
あ
る
。
自
由

民
主
党
総
裁
は
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
政
府
を
統
括
す
る
こ
と
に
専
念
す
る
た
め
、
党
の
こ
と
は
す
べ
て

幹
事
長
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
自
由
民
主
党
活
動
の
実
質
的
決
定
者
は
幹
事
長
で
あ
り
、
内
閣
総
理
大
臣

と
な
っ
た
総
裁
は
党
務
に
口
を
出
す
こ
と
も
な
い
し
、
ま
た
、
口
が
出
せ
な
い
。
自
由
民
主
党
以
外
の
政

党
に
お
い
て
は
幹
事
長
は
あ
く
ま
で
党
代
表
の
補
佐
役
に
す
ぎ
な
い
。

二
階
俊
博
は
自
己
の
政
治
家
人
生
の
最
終
目
標
を
自
由
民
主
党
幹
事
長
に
お
い
て
い
る
、
と
見
ら
れ
て

い
る
。
二
階
俊
博
は
幹
事
長
以
上
の
地
位
を
求
め
な
い
し
、
ま
た
目
ざ
そ
う
と
し
て
こ
な
か
っ
た
、
と
い

う
の
が
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
だ
。
だ
か
ら
、
自
由
民
主
党
総
裁
選
に
お
い
て
、
二
階
俊
博
を
ま
じ
え

て
、
総
裁
ポ
ス
ト
つ
ま
り
内
閣
総
理
大
臣
就
任
を
め
ぐ
る
権
力
抗
争
が
起
こ
る
こ
と
は
な
い
。
総
裁
に

と
っ
て
、
も
し
も
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
の
幹
事
長
が
次
の
総
裁
選
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、

4
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総
裁
・
総
理
の
心
理
も
立
場
も
安
定
し
な
い
。

二
階
俊
博
は
安
倍
晋
三
総
理
総
裁
の
立
場
を
安
定
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
幹
事
長
と
し
て
の
活
動
の
自
由

と
実
権
を
得
て
い
る
。
二
階
俊
博
幹
事
長
の
最
良
の
補
佐
役
の
林
幹
雄
幹
事
長
代
理
は
、
私
に
、「
二
階

先
生
が
幹
事
長
に
な
っ
て
か
ら
、
安
倍
総
理
が
何
か
言
っ
て
き
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
国
会
運
営
、
選

挙
、
党
運
営
の
す
べ
て
が
二
階
幹
事
長
に
全
面
的
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

二
階
俊
博
の
最
も
近
く
で
そ
の
活
動
を
支
え
つ
づ
け
て
き
た
林
幹
雄
の
証
言
は
正
し
い
と
思
う
。
二
階

幹
事
長
は
、
名
実
と
も
に
最
高
実
力
者
の
幹
事
長
で
あ
る
。

本
書
の
タ
イ
ト
ル
を
『
二
階
俊
博
幹
事
長
論
』
と
し
た
の
は
、
二
階
俊
博
幹
事
長
に
は
、
自
由
民
主
党

だ
け
で
な
く
、「
日
本
政
界
全
体
の
幹
事
長
」
と
い
う
性
格
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
実

績
を
積
み
上
げ
て
き
た
と
私
が
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
階
俊
博
は
、
わ
が
日
本
国
民
全
体
の
「
幹
事

長
」
に
ふ
さ
わ
し
い
最
高
の
実
力
政
治
家
で
あ
る
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
こ
の
私
の
主
観
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

確
か
に
、
二
階
俊
博
幹
事
長
時
代
が
無
限
に
つ
づ
く
わ
け
で
は
な
い
。
早
け
れ
ば
二
〇
二
〇
年
九
月
で



終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
な
っ
て
も
、
自
由
民
主
党
幹
事
長
四
期
連
続
と
九
月
に
達
成
す

る
自
由
民
主
党
幹
事
長
在
職
最
長
記
録
は
、
驚
嘆
す
べ
き
大
記
録
で
あ
る
。「
日
本
政
治
史
上
の
最
も
偉

大
な
幹
事
長
」
と
し
て
記
録
さ
れ
、
人
々
に
記
憶
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

二
階
俊
博
は
一
九
八
三
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
し
、
今
日
ま
で
連
続
一
二
回
当
選
を
つ
づ
け

て
い
る
。
い
ま
は
消
滅
し
て
存
在
し
な
い
民
主
党
が
大
勝
し
た
二
〇
〇
九
年
八
月
三
〇
日
の
衆
院
選
に
お

い
て
も
、
二
階
俊
博
は
小
選
挙
区
で
勝
利
し
て
い
る
。
二
階
俊
博
は
選
挙
に
強
い
。
負
け
た
こ
と
が
な
い
。

と
く
に
二
〇
〇
九
年
の
衆
院
選
の
と
き
は
、
民
主
党
か
ら
総
攻
撃
を
受
け
た
が
、
は
ね
返
し
て
い
る
。
二

階
俊
博
に
は
弱
点
が
な
い
か
ら
、
た
と
え
反
対
陣
営
か
ら
個
人
攻
撃
を
受
け
て
も
、
そ
の
地
位
が
揺
ら
ぐ

こ
と
は
な
い
。

本
書
で
詳
し
く
論
じ
る
が
、
二
階
俊
博
は
、
倫
理
面
で
も
知
性
の
面
で
も
、
有
権
者
と
の
一
体
感
に
お

い
て
も
、
卓
越
し
た
政
治
家
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
政
治
家
が
、
政
治
家
と
な
っ
た
以
上
、
政
界
ト
ッ
プ
の
座
、
つ
ま
り
内
閣
総
理
大
臣
を
目

ざ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
階
俊
博
は
ト
ッ
プ
を
目
ざ
す
こ
と
な
く
、「
ナ
ン
バ
ー
２
」
の
地
位
以
上
を

6
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求
め
よ
う
と
せ
ず
に
、
自
ら
の
政
治
家
と
し
て
の
信
念
、
理
想
を
実
現
す
る
た
め
努
力
し
て
い
る
。

多
く
の
政
治
家
に
、
こ
の
生
き
方
を
見
習
っ
て
ほ
し
い
、
と
私
は
願
う
。
本
書
を
執
筆
す
る
目
的
の
ひ

と
つ
は
、
若
い
政
治
家
に
、
ト
ッ
プ
を
目
ざ
す
だ
け
が
政
治
家
の
生
き
方
で
は
な
い
こ
と
、「
二
階
俊
博

的
ナ
ン
バ
ー
２
政
治
家
人
生
」
も
十
分
に
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
「
平
和
・
博
愛
・
忠
恕
の
政
治
家
」
と
し
た
の
は
、
二
階
俊
博
が
徹
底
し
た

平
和
主
義
に
立
つ
政
治
家
で
あ
り
、
博
愛
の
政
治
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
全
体
・
人
類
全
体
へ
の
限

り
な
い
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
を
も
っ
た
政
治
家
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。「
忠
恕
」
は

『
論
語
』
の
な
か
の
言
葉
で
、
民
衆
に
対
す
る
限
り
な
い
「
思
い
や
り
」
を
意
味
し
て
い
る
。

近
代
以
後
、
日
本
政
治
に
は
、
何
人
か
の
す
ぐ
れ
た
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
が
登
場
し
た
。
江
戸
時
代
末
期

か
ら
明
治
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
勝
海
舟
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
時
の
鈴
木
貫
太
郎
、
保
守
合
同
時
代

の
三
木
武
吉
ら
で
あ
る
。
本
文
中
で
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
論
を
詳
述
す
る
が
、
二
階
俊
博
は
、
こ
れ
ら
歴
史

上
の
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
政
治
家
に
匹
敵
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
凌
駕
す
る
偉
大
な
「
ナ
ン
バ
ー
２
」

だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。



多
く
の
若
い
政
治
家
に
、
必
ず
し
も
「
ナ
ン
バ
ー
１
」
を
目
ざ
す
こ
と
な
く
、
勝
海
舟
、
鈴
木
貫
太
郎
、

三
木
武
吉
、
そ
し
て
現
代
の
「
二
階
俊
博
的
ナ
ン
バ
ー
２
政
治
家
人
生
」
を
目
ざ
し
て
努
力
し
て
ほ
し
い

と
願
う
。
こ
れ
ら
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
政
治
家
は
、
歴
史
上
の
業
績
に
お
い
て
、「
ナ
ン
バ
ー
１
」
政
治
家

を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
。
こ
れ
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

二
階
俊
博
の
政
治
家
人
生
に
は
、
こ
れ
か
ら
政
治
家
を
志
す
若
い
人
々
に
と
っ
て
学
ぶ
べ
き
も
の
が
非

常
に
多
い
。
い
や
政
治
家
の
み
な
ら
ず
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
生
き
た
い
と
考
え
る
多
く
の
人
々
に

と
っ
て
二
階
俊
博
の
生
き
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
お
い
て
貴
重
な
指
針
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

道
徳
的
で
質
素
な
私
生
活
、
強
い
郷
土
愛
、
徹
底
し
た
平
和
意
識
、
民
主
主
義
的
な
政
治
感
覚
、
不
当

な
差
別
に
決
し
て
同
調
す
る
こ
と
の
な
い
強
い
平
等
思
想
、
国
民
大
衆
と
の
一
体
感
、
つ
ね
に
努
力
を
惜

し
ま
な
い
生
き
方
、
不
屈
の
楽
観
主
義
な
ど
、
若
い
政
治
家
諸
君
な
ら
び
に
次
代
を
担
う
人
た
ち
に
は
、

二
階
俊
博
を
理
想
の
政
治
家
像
・
人
間
像
の
規
範
と
し
て
自
ら
の
生
き
る
方
向
性
を
定
め
て
ほ
し
い
と
願

う
。た

と
え
「
ナ
ン
バ
ー
１
」
に
な
ら
な
く
て
も
、
政
治
家
と
し
て
国
民
の
た
め
、
人
類
の
た
め
に
十
分
に

8
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働
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
二
階
俊
博
の
政
治
生
活
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
さ
ら

に
、
人
類
の
幸
福
と
繁
栄
の
た
め
に
政
治
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
す
べ
て
の
善
良
な
る
人
々
の
教
科
書
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
本
書
を
刊
行
す
る
。
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